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1５・６号機 低レベル滞留⽔量※1の状況

地下⽔
30m3／⽇（5・6号機合計）

Ｃタンク

Ｋタンク

N

Fタンクエリア貯留量
約8,000m3

５・６号機 低レベル滞留⽔量の合計約12,240m3（2024.2.20現在）

海

R/B:原⼦炉建屋
T/B:タービン建屋
RW/B:廃棄物処理建屋

6号RW/B

6号Ｔ/B 5号Ｔ/B

Ｐ

Ｐ

Ｐ

海⽔配管及びケーブルトレンチ
約1,340m3（5・6号機合計）

6号R/B 5号R/B

5号T/B、6号T/BおよびRW/B
約2,900m3（5・6号機合計）

5号
RW/B

Nタンク

５・６号サブドレン設備
24時間運転中

RO

︓地下⽔

※１︓5・6号機滞留⽔は，1－4号機滞留⽔と⽐べ放射能濃度が⼗分低いため，区別する⽬的で「低レベル滞留⽔」と記載する。

A・Bタンク
（運⽤停⽌）

Ｈ・Ｉ・Ｊタンク
（運⽤停⽌）

F1タンクエリア

F2タンクエリア



2５・６号機 低レベル滞留⽔量の推移

• ２０１４年９⽉から２０２４年２⽉までの５・６号機 低レベル滞留⽔量の推移は以下のとおり
滞
留
⽔
量
（
ｍ
３
）

⽇付

５・６号機 低レベル滞留⽔量の推移



3＜参考＞５・６号機 サブドレン集⽔設備の稼働状況（2024年2⽉20⽇現在）

５･６号機
1〜4号機

免震重要棟

既設サブドレン集⽔設備

︓配管布設ルート（約1,900m）

 5・6号機サブドレン設備は2022年３⽉28⽇より運⽤（移送）を開始し、現在は24時間運転中※2

︓中継タンク設置済（2基） ︓運転中のサブドレンピット・ポンプ(6箇所)

No.90

No.89

No.87
No.80

No.74

︓停⽌中のサブドレンピット・ポンプ(7箇所)

No.75

No.84No.92

No.95

No.96

No.97

No.71

No.72

※2︓汲み上げ量の監視を⾏いながら，サブドレンピット・ポンプの運転計画を⽴てている。



4

Fタンクエリア位置図 F2タンクエリア図

Ｆ１・Ｆ２タンクエリアフランジ型タンクの運⽤停⽌

C群︓
運⽤停⽌し、タンク

内包⽔処理予定
2⽉26⽇以降の予定

 地震等による漏洩リスクを除去するため，フランジ型タンクの運⽤停⽌，及び内包⽔処理を
実施する。

 56号機（F1・F2タンクエリア）のフランジ型タンクは，B・C・H・I・J群タンク。
 そのうちH・I・J群（21基）は2022年10⽉に内包⽔処理まで完了。
 B群（4基）は運⽤停⽌しており，内包⽔処理を実施。→（2⽉6⽇,Ｃ群タンクへ内包⽔移送済）

 C群（7基）は揚程確保の中間タンクのため，運⽤停⽌しバイパスラインの新設，
それと並⾏して内包⽔処理を実施予定。

A群︓運⽤停⽌
タンク内包⽔処理完了

５・６号機建屋
低レベル滞留⽔移送

F1タンク
エリアへ

移送配管
改良範囲

＜凡例＞ ︓配管取外し箇所︓移送配管（新設） ︓移送配管（既設流⽤） ︓移送配管（運⽤停⽌）

B群︓
運⽤停⽌し、C群

タンクへ内包⽔移送済



5５・６号機滞留⽔移送配管改良のスケジュール

2024年
1⽉ 2⽉ ３⽉ 4⽉

1週 2週 3週 4週 1週 2週 3週 4週 1週 2週 3週 4週 1週 2週 3週 4週

認可・検査

滞留⽔移送
設備改良

フランジ型
タンク
内包⽔
⽔抜き

認可

1

機械分作業（PE管布設，移送ポンプ設置等）

使⽤前検査 運⽤開始 ※合格証受領後

電気分作業（制御盤設置，ケーブル布設等）

Bタンク⽔抜き

Cタンク⽔抜き

現在



6５・６号機建屋の滞留⽔低減対策

サブドレンピット

流⼊箇所

配管貫通部

サブドレン⽔位
地表⾯－２ｍ〜８ｍ

滞留⽔⽔位
上限床上２ｍ

Ｐ

Ｐ

STEP1 STEP２ STEP３ STEP４

Ｐ

Ｐ
補修

（サブドレン⽔位低下） （配管貫通部補修）

Ｐ

Ｐ
建屋滞留⽔
汲上げ

ＰＰ

（床⾯露出） （設定位置⾼さ変更）

揚⽔ポンプ
設定位置変更

ピット健全性の確認

 ５・６号機建屋の地下⽔流⼊量を低下させるため，下記の対策を進めていく。

＜凡例＞ ︓各建屋壁⾯・構築物︓サブドレン揚⽔ポンプ ︓滞留⽔移送ポンプ ︓地⾯・⼟中ＰＰ

2024年度 2025年度 2026年度
1Q 2Q 3Q 4Q 1Q 2Q 3Q 4Q 1Q 2Q 3Q 4Q

主要⼯程

配管貫通部補修 STEP2

床⾯露出・建屋清掃 STEP3

サブドレン運⽤⾒直し STEP4

STEP１︓完了



以下参考
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Ｃタンク
（フランジタイプ）

8＜参考＞Ｃタンク停⽌後の５・６号機滞留⽔処理設備の全体概略図

︓滞留⽔ライン

浄化ユニット

K1

K2

K3

K4

K5

N3

N4

N5

N2

H1

処理⽔リサイクルライン

再浄化ライン

N1

K1／N1
タンクへ

浄化装置（キレート・ゼオライト）

ひまわり⽤貯留タンク

構内散⽔

RO

6号機T/B

油分分離装置

受⼊タンク

Aﾀﾝｸ Bﾀﾝｸ

再浄化
ライン

H , I , J

④

③
②

①

＜凡例＞ ︓処理⽔ライン ︓処理⽔リサイクルライン

【５，６号機建屋滞留⽔処理⽅法】
①︓６号機T/B⇒ N1orK1タンクへ移送
②︓浄化ユニット処理⇒N2 or N5タンクへ移送
③︓リサイクル運転により、タンク濃度を均⼀化
④︓サンプリング後、構内散⽔

︓運⽤停⽌箇所

︓運⽤停⽌ライン



9＜参考＞Ｆ１・Ｆ２タンクエリアフランジ型タンクの運⽤停⽌

＜凡例＞ ︓配管取外し箇所︓移送配管（新設） ︓移送配管（既設流⽤） ︓移送配管（運⽤停⽌）



10＜参考＞５・６号機滞留⽔移送配管改良の作業エリア写真

＜凡例＞ ︓配管取外し箇所 ︓Cタンク

融着箇所

融着箇所

①
①

②

②

③

③

④ ④

⑤

⑤

④

︓移送配管（新設） ︓移送配管（既設流⽤） ︓移送配管（運⽤停⽌）

C群タンク（横から⾒る） C群タンク（上から⾒る）


